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――国立アメリカインディアン博物館Nation to Nation展における協働のかたち―― 
 
 




















同体と協議を重ねながら展示、保存、教育の在り方を進化させてきた。本稿では Nation to 
Nation展を、そうした協働の一つの収束点と捉えて検討する。 
検討にあたり、はじめに NMAI 設立の背景と、博物館と先住民の関わりに大きな変化を





2004年 9月 21日、NMAIは合衆国議会議事堂を間近に臨むワシントン D.C.ナショナル
モールの一角に開館した（写真１）。初代館長は、設立準備において中心的役割を果たした
先住民活動家ウォルター・R・ウエスト Jr.（Walter R. West Jr.）であった。ウエストは NMAI
                                                   
1 National Museum of the America Indian Act, Pub. L. 101-185, 103 Stat. 1336.   
2 The Native American Graves Protection and Repatriation Act (NAGPRA), Pub. L. 










































調査委員会委員長のダニエル・K・イノウエ（Daniel K. Inouye）は、1987年 4月、ヘイ基
金の博物館収蔵庫を視察し、先住民の神聖な品々がラベルさえつけれず、朽ちた箱に詰め込
まれているのを見て憤怒の念に駆られ、先住民とその遺産の尊厳を取り戻すべく同年 9月、
写真１  NMAI外観 
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3 The Iowa Burials Protection Act of 1976, Iowa Code, Ch. 263B.7-9 & 716.5. 












































以内に返還を実施することになる。2016 年 9 月末の時点で 57,847 体の遺骨、約 150 万の
埋葬品（ビーズなどの小さなアイテムを含む）、5,136の聖遺物が目録化されている6。 
                                                   
6 NAGPRAは、博物館や研究機関に返還の実績を内務長官に報告することを求めていない。
そのため、返還実績の総数は取りまとめられていない。National Park Service U.S. 
Department of the Interior, National NAGPRA, Frequently Asked Questions, 
https://www.nps.gov/nagpra/FAQ/INDEX.HTM#How_many  (最終アクセス2018.06.25). 
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産を扱うNation to Nation 展は、こうした協働の積み重ねの上に可能となった。 
 





知が我々の世界を成す（Our Universe: Our traditional Knowledge shapes Our World）」、
「私たちの生活―現代生活とアイデンティティ（Our Lives: Contemporary Life and 































4-2. Nation to Nation 展の概要と構成 
開館時の展示に対する批判の核には、「歴史的全体像」の不在があったが、NMAIと先住
民学術専門家はそうした批判を待つまでもなく、開館当初から既に次の企画を練っていた。




2014年 9月にオープンした Nation to Nation展は、国家間の取り決めである条約に焦点
を当て、主権集団としての先住民の歴史を扱うものとなっている（写真２）。Nation to 
Nation展は 2016年にアメリカ博物館連盟の優秀展示賞を受賞し、当初 2018年までの予定
であった展示期間は 2021年 12月まで延長となった。 





明らかにされている。総じてNation to Nation 展は、開館当初の展示における「歴史的全
                                                   
7 展示で扱われる 7 条約となっている。入れ替え制で、これまでに９つの条約が扱われた。
今後も入れ替えの予定がある。 
8 2018 年 3 月までの展示期間に、1794 年カナンデーグア条約（1794 the Treaty of 
Canandaigua）、1790年モスコギー条約（1790 the Treaty of Muscogee）、1851年ホース
クリーク条約（1851 the Horse Creek Treaty）、1836年ポタワトミ条約（1836 the Treaty 
with Potawatomi）、1852年カリフォルニア条約・非批准（1851 the Unratified California 
Treaty K）、1854年メディスンクリーク条約（1854 the Medicine Creek Treaty）、1809年
フォートウェイン条約（1809 the Fort Wayne Treaty）、1868年ナバホ条約（1868 the Navajo 
Treaty）の条約原本が展示された。 
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Nation to Nation展は、1）イントロダクション、2）二通りのあり方（Two Ways of Being）、
3）条約原本の展示、4）危険な外交（Serious Diplomacy）、5）強制移住（Forced Removal）、
6）悪行、悪文書（Bad Acts, Bad Paper）、7）文明化（Civilization）、8）偉大な国は約束を
守る（Great Nations Keep Their Words）という構成で、先住民と合衆国との折衝の歴史を辿
っている。 
 
５．Nation to Nation展の内容9 
 
5-1. 展示を貫くメタファーと展示デザイン 






                                                   














































                                                   
11 NMAIプロジェクト・マネージャー、ジェニファー・ミラー（Jennifer Miller）氏への
インタビューによる（2018年 3月 15日、NMAIにて筆者実施）。 
写真３ ２つのラインをもつウァムパムベルト 
写真４ 展示スペース 
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外交」のセクションでは 17世紀から 19世紀半ばまでに締結された 4つの条約（1682年レ
ナペ条約、1790 年モスコギー条約、1794 年カナンデーグア条約、1851 年ホースクリーク
条約）が扱われている。 
1682年レナペ条約（1682 the Lenape Treaty）12は、裕福なクェーカー、ウィリアム・ペ
ン（William Penn）が、「神聖な実験」と称したペンシルベニア植民地建立のために締結し
た条約である。クェーカーとして英国で信仰の自由を求めたペンは、時のイングランド王チ



















                                                   
12 条約の表記は Nation to Nation 展における表記に従う。展示では“1682 the Lenape 
Treaty”となっているが、“William Penn's Treaty with the Indians,” “the Treaty of 
Shackamaxon,” “Great Treaty” としても知られている。 
13 カユガ族、モホーク族、オナイダ族、オノンダガ族、セネカ族、タスカローラ族の 6 つ
の集団からなる。一部レナぺ族も含まれる。 

















シュー・ベントの戦い（the Battle of Horseshoe Bend）で、モスコギーの伝統的抵抗集団
レッド・ステック（Red Sticks）がアンドリュー・ジャクソン（Andrew Jackson）大佐に







1794年カナンデーグア条約（1794 the Treaty of Canandaigua）16は、ジョージ・ワシン
トン大統領とイロコイ連合の間で締結された条約である。独立戦争以前、先住民はイギリス













                                                   
15 スペインのみに与えられていたモスコギーとの排他的貿易権利が、合衆国との新たな条
約締結によって制限されることは、事前にモスコギー側に知らされていなかった。 
16“the Pickering Treaty,”“the Calico Treaty”とも呼ばれる。 
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を増す入植者と先住民の衝突を解消すべく、1868 年フォートララミー条約（1868 the 




                                                   










































                                                   
18 西部開拓は合衆国の天命であるいう考えは、ジョン・オサリバン（John O’Sullivan）が
1845年に提唱。 
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（1789 the Treaty of Fort Harmar）をはじめ 40近くに上り、ポトワトミとの条約と呼ば
れるものだけでも 20 近く存在する。1830 年インディアン移住法以降、土地収用を進める
ために合衆国政府はポタワトミと頻繁な条約締結を行った。 


















な状況を先住民にもたらした。「1851 年カリフォルニア非批准条約（1851 California 

























ていた権利を手にした。1987年には、カバゾン＆ モロンゴ・バンド（Cabazon and Morongo 







1848年、米墨戦争に勝利して米国が結んだグアダルーペ・イダルゴ条約（1848 the Treaty 
of Guadalupe Hidalgo）によって、ナバホの生活圏は合衆国領として併合されることになっ
た。治安維持を目的としたナバホとの条約交渉が、遅々として進まないことに業を煮やした
軍司令官ジェームス・H・カールトン（James Henry Carlton）は、1863年 4月にナバホ
にニューメキシコ準州ボスケ・レドンド（Bosque Redondo）への移動を命じた。1863年か
















                                                   
19 “the Treaty of Bosque Redondo,” “treaty of Fort Sumner”とも呼ばれる。 
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「終結：転換点（Termination: Turning Point）」では 1940 年代から 60 年代にかけて、
連邦政府が条約にもとづく先住民への歴史的責務の終結を図ったことが解説されている。





Jr. (Vine Deloria Jr.)らの先住民活動家の写真や、1969 年アルカトラス島占拠事件
（Occupation of Alcatraz）22といった 1960 年代の先住民活動家による抵抗活動が紹介さ
れ、当時の先住民運動の高まりを伝えている。 
「1945年から現在：サーモン戦争（1945－Today: the Salmon Wars）」のセクションは、
北西部ワシントン州における先住民の漁業権をめぐる係争を扱い、先住民の条約権利が今
日も有効であることが法廷で明らかにされたことを伝えている。こうした一連の先住民の
                                                   














教育援助法（Indian Self-Determination and Education Assistance Act）、 1978年インデ
ィアン児童福祉法（Indian Child Welfare Act）、1978年アメリカインディアン宗教自由法
（American Indian Religious Freedom Act）、1988 年インディアン賭博規制法（Indian 
Gaming Regulatory Act）、1990年アメリカ先住民墓地保護及び返還法を紹介している。 
Nation to Nation 展は、先住民がその建設に反対するダコタ・アクセス・パイプライン



























                                                   
23 以下、「先住民との協働」における情報は、川浦が行った NMAIプロジェクト・マネージ
ャー、ジェニファー・ミラー（Jennifer Miller）氏へのインタビュー（2018年 3月 15日、
NMAIにて実施）に基づく。ミラー氏自身も当初からNation to Nation 展の企画プランニ
ングに関わった。 
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Nation to Nation 展は「2つのラインをもつウァムパムベルト」で始まり、「マイルマー
カー・ポスト」で締めくくられる。先住民の耐えざる抵抗の象徴ともいえる「マイルマーカ
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物館と一般来館者との協働という、3 点について考える必要があるだろう。開館 10 周年企
画 Nation to Nation展は、この 3つのレベルの協働が連動した成功例といえるだろう。 






ったことを考えると、Nation to Nation 展は NMAIの重要なミッションである調査機関と
しての役割や、先住民の歴史を伝えるための企画実施が、より前面に出たものとなっている。 
第二点の先住民部族・集団との協働について言うならば、NMAI が設立以来続けてきた


























































Nation to Nation 展の企画に深く関わったハージョは、全国アメリカインディアン議会
議長として遺骨返還問題にも関わった。条約締結の時代から今日までをひとつながりの物
語としてつなぐ Nation to Nation展は、先住民固有の権利を求めたアクティヴィズムの一
つの収束点として見ることもできよう。 
前に進むために、「過去」は「現在」の理解の助けとなるように語られなければならない。




＊本稿は平成 30 年 7 月 14 日開催、南山大学人類学研究所公開シンポジウム「博物館活動
におけるソースコミュニティとの協働の可能性と課題」における発表を大幅に加筆したも
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